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第 11回日本小児へそ研究会  

会 長 小高明雄 

会 期 2025年 4月 11日（金） (第 125回日本外科学会定期学術集会第２日目) 

会 場 仙台国際ホテル 4階 「広瀬 2」 (第 11会場) 

テーマ 「楽しい臍の外科」 

 

この度、第 11回日本小児へそ研究会をお世話させていただくことになりました。当研究会ではこれ

まで小児外科の名立たる先生方が会長をお務めになっており、第 11回会長を仰せつかったことは大

変光栄なことと存じ、皆様に心よりお礼申し上げます。今回も第 125回日本外科学会定期学術集会

（外科学会）会期中、2025年 4月 11日に仙台で海野倫明会頭のご厚意により開催させていただき

ます。 

皆様ご承知の通り、当研究会は代表幹事の奥山宏臣先生のご提案により、今回の第 11回で発展的

解散をすることになりました。この件について幹事会では、「これまでに小児の臍についてテーマを決め

てあらゆるディスカッションが行われ、研究会の目標はすでに達成された」という見解が示されました。

特に、小児の臍の診療に特化したわが国初めての書籍「臍の外科―小児の臍疾患治療と臍を利用した

手術」（メジカルビュー社）の制作に当研究会が深く関わったことは大きな功績です。 

さて、第 125回外科学会のテーマは「楽しい外科学―手術が楽しいッ！、臨床が楽しいッ！、研究が

楽しいッ！」です。そこで、当研究会のテーマは「楽しい臍の外科」といたしまして、小児の臍の診療に関

わる面白さをお伝えして最終回にしたいと存じます。皆様、ご参集の程、よろしくお願い申し上げます。 

また、研究会当日の晩には和田 基先生が中心になり東北大学小児外科教室のご協力によって恒例

の情報交換会が開催されます。こちらにも多くの方にご参加いただき楽しい時間を過ごしていただけ

れば幸いです。研究会が解散してもこのような小児外科の情報交換会はいつまでも続いていきますよ

うに願っております。 

2025年 1月吉日 
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御参加の皆様へのご案内とお願い 

Ⅰ．開催日時  

2025 年 4月 11日（金） 17:30 ～ 19:30  (抄録集は HPからダウンロードできます。) 

 

Ⅱ．開催場所   

仙台国際ホテル 4階 「広瀬 2」 (第 11会場) 

 

Ⅲ．参加費について  

外科学会学術集会の参加証をお持ちの皆様は無料です。研究会のみの参加の皆様は 3,000 円

を研究会の受付にてお支払いください。 

  

Ⅳ．第 125回日本外科学会定期学術集会の参加登録について  

参加登録および発表データ受付、データ持込につきましては定期学術集会 HP

（https://jp.jssoc. or.jp/jss125/index.html）にてご確認ください。  

 

Ⅴ．口演発表について  

事前に発表データ受付にて発表演題の登録をお願いいたします。発表時間 5分（最終回記念セッ

ションのみ 7分）、質疑応答時間 2分です。時間厳守でお願いいたします。  

 

Ⅵ．座長の先生へ  

ご担当のセッション開始 10 分前にご準備をお願いいたします。時間を確認し円滑な進行をお願

いいたします。 

 

Ⅶ．質疑応答について 

座長の許可を受けたうえで、ご所属、ご氏名を明らかにして討論を開始してください。  

 

Ⅷ．二次抄録について  

日本小児外科学会雑誌に抄録を掲載いたしますので、抄録内容に変更のある場合は研究会終了 

後 1 週間以内に第 11 回日本小児へそ研究会運営事務局 （hesoken2025@saitama-

med.ac.jp）までご連絡ください。 
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施設代表者会議・情報交換会のご案内 

施設代表者会議  

会合名：第 11 回日本小児へそ研究会 施設代表者会議 

 日 時：2025 年 4 月 11 日（金）  17 時 30 分～ 17 時 40 分  

 

日本小児外科学会・日本小児へそ研究会合同懇親会 

日  時：2025 年 4 月 11 日 （金）  2０:００ ～  

開催場所：ホテルモントレ仙台 3階「ルツェルナ」      

〒980-0021宮城県仙台市青葉区中央 4丁目 1-8 

TEL：022-265-7110  

URL: https://www.hotelmonterey.co.jp/sendai/   

JR「仙台」駅西口から徒歩 3分  

地下鉄「仙台」駅南 2番出口から徒歩 1分 

    仙台国際ホテル(第１１回日本小児へそ研究会会場)から徒歩５分 

会費： ３０００円（予定） 
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プログラム 

施設代表者会議 (17 時 30 分～ 17 時 40 分)   

 

開会の辞 (17 時 40 分～ 17 時 45 分)      

埼玉医科大学総合医療センター 小児外科 小高 明雄 

 

セッションⅠ 臍疾患、臍帯ヘルニア・腹壁破裂 (17 時 45 分～ 18時 06 分)  

座長 兵庫医科大学病院 小児外科  田附 裕子 

１. 腫瘤性病変を伴う臍ヘルニアに対する臍形成の工夫  

兵庫医科大学病院 小児外科 堺 貴彬 

２. 腹壁破裂に合併した離断型回腸閉鎖症に対し，チューブ腸瘻とサイロ管理を併用した一例 

京都府立医科大学 小児外科 髙山 勝平 

３. 染色体異常を合併した臍帯ヘルニアの外科的加療と予後 

埼玉医科大学総合医療センター 小児外科 川口 皓平 

 

セッション II 尿膜管遺残症 (18 時 06 分～ 18 時 27 分) 

  座長 埼玉医科大学総合医療センター 小児外科 井上  成一朗 

４. 尿膜管遺残症と鑑別を要した Fibrous umbilical polypの一例 

大阪大学 小児成育外科 吉田 眞之 

５. 当科で経験した尿膜管遺残症の検討 

埼玉医科大学総合医療センター 小児外科 竹内 優太 

６. 病理所見で考える腹腔鏡下尿膜管切除術の意義 

九州大学大学院医学研究院 小児外科学分野 福田 篤久 
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セッション III 臍部を利用した手術 （18 時 27 分～ 18 時 48 分） 

座長 自治医科大学附属さいたま医療センター 小児外科 池田 太郎  

７. 当科における臍部ストーマ造設症例の安全性と有用性の検討 

自治医科大学附属さいたま医療センター 小児外科 長崎 瑛里 

８. 臍人工肛門と従来式人工肛門の比較： 系統的レビューとメタアナリシス 

順天堂大学 小児外科・小児泌尿生殖器外科 重田 裕介 

９.  臍弧状切開法手術の創部予後－術後の臍ヘルニア・臍突出・SSI発生率について－ 

北里大学 小児外科 上松 由昌 

 

最終回記念セッション：臍ヘルニア圧迫療法 (18 時 48 分～ 19 時 15 分) 

座長 埼玉医科大学総合医療センター 小児外科 小高 明雄 

１０. 日本小児へそ研究会の発表演題に関する検討 

埼玉医科大学総合医療センター 小児外科 小高 明雄 

１１. 臍の大きさが 25mm以上の臍ヘルニアに対する圧迫療法の検討 

深谷赤十字病院 小児外科 寺脇 幹 

１２. 乳児臍ヘルニアの発症機序と整復腹壁引き寄せ絆創膏固定法の意義 

坂出聖マルチン病院 小児外科 大塩 猛人 

 

閉会の辞 (19 時 15 分～ 19 時 20 分)  

    埼玉医科大学総合医療センター 小児外科 小高 明雄 

 

代表幹事挨拶 (19 時 20 分～ 19 時 30 分)  

大阪大学 小児成育外科 奥山 宏臣 

 


